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　　　農業で地域の人をつなぎ、活性化を目指す～株式会社アグリほんだ～

設 立：令和２年１月

代 表：代表取締役 本多将紀

所在地：八峰町峰浜内荒巻字家ノ上９－３

従業員：５名（役員１名：従業員４名）

臨時雇用：１０名（うち５名は農福連携によ

り雇用）

２．経営の概要等

令和４年の経営規模は、水稲１８ｈａ（品種：あきたこまち）、ネギ５．５ｈａとなっていま

す。特に水稲は、昨年から今年にかけて周辺農家からの委託面積が急激に増え、今後も増加が見

込まれることから今年の秋までにミニライスセンター建設を予定しています。

ネギは、メガ団地事業のネットワーク型団地としてＪＡ秋田やまもと管内の他の２法人と一緒

に令和２年度から整備が進められ、令和３年度に４ｈａの作付けとなりました。今年は昨年より

作付面積が約１．5ｈａ増加し計画的に拡大が進んでいます。栽培は作型の分散を図って夏ネギか

ら秋冬ネギの体系で取り組み、出荷は７月中旬から翌年１月中旬まで続きます。

秋田県が育成したネギ春どり品種「秋田はるっこ」の生育

を確認する 本多将紀代表取締役

１．法人設立の経緯

「株式会社アグリほんだ」は、秋田県北西部の世界自然遺産「白神山地」と日本海に接する八

峰町峰浜地区で、主に水稲とネギを中心に複合経営を営む法人です。

会社設立の経緯は、一緒に農業経営を行ってきた両親が高齢となり世代交代が必要だったこと

や、地域で農業の担い手が少なく、地域農業の衰退が危惧されたこともありますが、行政とＪＡ

がすすめるメガ団地等大規模園芸拠点育成事業（以下、メガ団地事業）に魅力を感じて会社を設

立しました。

代表自身も年齢が若いことから、農業の担い手不足を少しでも改善できるよう会社を立ち上げ、

会社の仲間、従業員とともに地域の活性化を図りたいと考えてスタートしました。
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雇用の特徴として、県地域振興局からの紹介で農福連携に取り組み、作業員の半数を近くの施

設から臨時雇用しています。作業員は主にネギの結束作業や、箱詰め作業を担当しています。本

多代表は「いつも真面目に作業に取り組んでいることから、今後も継続して雇用していきたい。

また、作型の分散を図ることで出荷をできるだけ長く続け、雇用の安定化を図りたい」と話して

いました。

ネギの出荷は生食用向けの段ボール出荷と加工・業務用向けのコンテナ出荷を行っていますが、

昨年は例年より単価安が続いたことから売上額では厳しい年となりました。販売で厳しい年もあ

るものの、「消費者に品質の良いものを届けて喜んでもらうことをモットーに今年も頑張りた

い」と前向きに話していました。

３．今後に向けて

当面の目標は、水稲４０ｈａ、ネギ６ｈａまで規模を拡大することです。ネギは、単収向上と品

質向上（Ａ品率向上）が所得向上に直接結びつくので、今後も栽培技術の向上に努めていきます。

また、昨年、農業用ドローンと水稲除草剤散布ラジコンボートの導入を行ったことで、省力化につ

ながりました。現在、農業用ドローンは利用範囲が拡大していて、水稲防除にとどまらずネギの防

除作業にも活用できることから、今後も一層活用していくほか、効果を見極めて請負防除の拡大も

検討していきます。

本多さんは「会社を設立してまだ日が浅いので、まずは経営の安定化を目指して努力したい。そ

の上で他の会社と連携を図り、農業で地域の人とのつながりを進めながら地域活性化を目指してい

きたい」と話していました。

ネギの播種作業 播種時期をずらしながら行われるネギの育苗
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　　　　　　　　　　　　　◆主要花卉の現状と栽培ポイント◆

今月は、梅雨入りとなります。この時期は豪雨なども予想されますので、あらかじめ明渠（めいきょ）を

掘るなど気象災害に万全な対策を講じてください。降雨後は、病害が発生しやすくなりますので、必ず薬剤

散布による防除を行いましょう。年によっては空梅雨となり、好天続きで害虫の発生が多くなることもあり

ます。日頃の観察を怠らず、適期作業による高品質生産を心がけることが大切です。また、この時期は真夏

のような気温が続くことがあり、降雨の少ない日が多い場合は、圃場に潅水するなど臨機応変に対応してく

ださい。

【露地ギク】：キクは、本県花卉生産の販売額第一位品目で、全体の約４割を占めています。

■摘芯した株から３～６本のわき芽が伸びていますので、そのわき芽が輪ギクで３本、小ギクで４～５本と

なるように整枝します。勢いが強い枝や弱い枝を付け根からかき取り、平均的な枝を残すのがポイントです。

定植が遅れたところや側枝の伸びが悪い圃場では液肥や潅水を積極的に行い、ボリュームアップと初期生育

の確保に努めてください。

◎薬剤散布は、できるだけ午前中の涼しい時間帯に行い、周囲の農作物への飛散防止に十分注意

しましょう！

【トルコギキョウ（８月出荷作型）】：県南・中央地区で多く栽培され、９月～１０月出荷の抑制

栽培が主流となっています。

■草丈が１５～２０ｃｍになるとチップバーンや茎折れの発生が多くなります。これらの障害は、多肥栽培

や軟弱な株ほど発生しやすいため換気を図り、潅水過多にならないよう土壌水分管理に注意してください。

また、チップバーンの発生が多い品種や樹勢が強くなりすぎた場合は、定植後１カ月頃から出蕾期にかけて、

カルシウム質資材を１０日間隔で３～４回散布し予防しましょう。

■出蕾後の主枝中心花の摘蕾は、蕾が小豆大になったら行ってください。摘蕾が遅れると蕾に栄養が取られ

花蕾のバランスが悪くなるため、摘蕾する蕾の大きさが３ｃｍ以内の時期まで実施してください。

■梅雨時期は「白さび病」の発生に注意が必要です。整枝が

遅れ、枝や葉が込み合うと発生を助長しますので、適期作業

に努めてください。薬剤散布は１週間間隔で、予防剤を主体

に発生を確認したら治療剤に切り替え、被害の拡大を防ぎま

す。また、ハモグリバエ、アブラムシ、ミドリカスミカメム

シ、キクスイカミキリムシ等も発生する時期です。薬剤散布

の際は殺虫剤も混用してください。
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【リンドウ】：平成１４年に作付けが始まって以降、水田転作に適した品目として中央・県南地

区中心に飛躍的に面積が拡大し、平成３０年度の販売額は５億円を突破し、全国２位の品目と

なっています。

■６月は、茎の曲りが発生しやすい時期なので、ネット

上げはしっかりと行ってください。１番下のネットは草

丈の半分の位置、最上級のネットは草丈の８割までの位

置とし、２段目のネットが最上段と最下段の中間の位置

になるように調整します。ネット上げの際にネットから

茎がはみ出る場合があるので、ネット上げが終わったら

はみ出た茎をネットの中に入れ込みます。

この時、茎をおらないように注意してください。

■病害では「葉枯病」に加え、６月下旬から「褐斑

病」が発生しやすくなります。６月下旬～７月下旬ま

での時期にストロビーフロアブルと「葉枯病」と同時

防除できるダコニール１０００を用いて防除してくだ

さい。

【シンテッポウユリ】：露地水田転作できる種子系

のユリで、主に鹿角市と横手市で栽培されています。

■梅雨期は、「葉枯病」の発生が多くなる時期です。薬

剤散布は新葉の展開速度に合わせて７～１０日に１回と

しますが、降雨によって「葉枯病」の発生が助長されま

すので、降雨後は必ず散布してください。株全体に薬剤

が十分かかるように行ってください。

■ネットの引き上げ時期が遅れると、曲りの発生につな

がるので、こまめに引き上げを行ってください。
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【ダリア】：平成１９年から本格的に栽培が始まり、県では国内有数のダリア育種家と連携して育

成した県オリジナル品種「ＮＡＭＡＨＡＧＥダリア」を主体に生産振興を進めてきた結果、栽培面

積及び戸数ともに全国一位となっています。

■生育が旺盛になる時期です。ネットを引き上げて

曲がらないようにしてください。下段のネットは地

面から２０～３０ｃｍの位置まで上げたら固定し、

上段のネットは生育に応じ適宜引き上げ、通路には

み出てくる新芽は軟らかいうちにネットの中に入れ

込んでください。

■豪雨などで排水不良になりやすい圃場は、あらか

じめ明渠を掘るなど気象災害に万全な対策や準備を

してください。

◆各品種とも、うどんこ病やダニ、スリップス、アブラムシ等の病害虫が多く発生する時期です。

適宜に防除を行いましょう◆

◎品種ごとの詳細については、各産地の栽培暦や技術情報を順守してください
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　　　　　　　　　農業用ドローンによる水稲種子散播実演会　　　　　

ＪＡ全農あきたはは５月６日、ＪＡ秋田おばこおよび生産者、株式会社丸山製作所の協力のもと大仙市で

「農業用ドローンによる水稲種子散播実演会」を行い、県内の生産者やＪＡ担当者が参加しました。

近年、生産現場で導入が進む農業用ドローンの使用は除草剤や殺菌殺虫剤の農薬散布がメインとなっていま

すが、水稲種子散播のニーズも潜在的に存在しています。しかし、水稲種子散播はオペレーターの熟練度に

よって吐出量の調整や均一散布への影響が大きいことが課題となっています。そこで、今回の実演会では目

標収量が得られる好適な散播条件を確認するために実施されました。

実演会では５０ａの圃場に、ＤＪＩ社製ドローン「Ｔ３０」を用いて、業務用多収品種「ゆみあずさ」の

べんがらモリブデンコーティング種子を１０ａあたり約５ｋｇ散播し、散播にかかる時間や均一に散播され

ているかなどを確認しました。

べんがらモリブデンコーティングした「ゆみあずさ」の種子 種子をドローンに投入
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ＪＡ全農あきたの担当者は「ドローンを用いた水稲種子散播を生産者に見てもらうのは初めてなのでよ

い機会となった」と話しました。今後は水稲の生育状況や収量について調査をするほか、７月にはドロー

ンを用いた追肥実演会を行う予定です。

「令和４年度ＪＡ園芸担当部課長会議」を開催！

ＪＡ全農あきたは、５月１８日に「令和４年度ＪＡ園芸担当部課長会議」を開催し、県内ＪＡの担当部

課長、秋田県、物流関係者など３６名が出席しました。会議では令和４年度の生産販売に関する基本方針

や持続可能な物流体制構築への取り組みなどについて報告と協議を行いました。ＪＡ全農あきた園芸課の

担当者は「長期化しているコロナ禍により生活様式や消費形態などが変化しているが、これに対応し農家

手取りの最大化に向けて『オール秋田』体制で取り組んでいきたい」と話しました。ＪＡ全農あきたは今

後もＪＡや県と連携し、秋田県産青果物の生産振興と販売促進に努めてまいります。

種子散播実演 散播後の圃場
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　　　　　　　　　　　「無煙炭化器」の実演会を開催

環境に配慮した「無煙炭化器」の実演会が４月２

８日、ＪＡ秋田ふるさと管内の藤井果樹園（横手市

赤坂）で行われました。この実演会は、ＪＡ秋田ふ

るさとりんご部会青年部がＳＤＧｓの取り組みとし

て開いたもので、りんごの剪定で出た不要な枝を

「無煙炭化器」を用いて燃やし、炭化するまでの実

演が行われました。

ＪＡ秋田ふるさとりんご部会青年部の齋藤雅樹副部長は「自分の園地で出たものを自分の園地で再利用す

ることは効率的である。この実演会がＳＤＧｓを考えるきっかけになれば良い」と話しました。

また、藤井果樹園の藤井克徳氏は「今の時代に合った新しい技術や環境に配慮した技術を発信していきたい。

若手農家として農業界のさらなる発展に貢献したい」と話しました。

ＪＡ全農あきたは今後も、ＪＡや関係機関と連携し持続可能な農業づくりに向けたＳＤＧｓへの取り組みに

努めてまいります。

実演に用いたモキ製作所の「無煙炭化器」は、対流燃焼により煙の発生を少なくすることや、生成した炭

は土壌改良材や融雪剤として使用することができるため、環境にやさしくＳＤＧｓへの取り組みとして大

きく期待されています。
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　　　　　　ザルビオフィールドマネージャーを活用した可変施肥実証

ＪＡ全農あきたはヤンマーアグリジャパン株式会社とともに、ザルビオフィールドマネージャー（以下、

ザルビオＦＭ）を活用した可変施肥実証を行いました。

この実証試験は、ザルビオＦＭとヤンマーアグリジャパン株式会社の可変施肥に対応した直進アシスト機能

付き田植機とのデータ連携によって可能となる基肥の可変施肥により、生育の均一化、収量の安定化などの

効果の検証を目的としています。

田植えは、５月１１日に「ファームＱ」（潟上市）の圃場約１ｈａで、５月１８日に「はたやファーム」

（秋田市）の圃場約９０ａで行われました。

ザルビオＦＭで作成した可変施肥マップをＵＳＢで田植機に読み込ませ、肥料の排出用を確認して事前

準備が完了。田植え機は可変施肥マップにもとづき施肥量を自動でコントロールしながら田植えが行われ

ました。また、大幅な低コスト化・労力軽減が期待される密苗で移植を実施しました。

ヤンマーアグリジャパン株式会社の可変施肥に対応した直進アシスト機能付き田植機は、運転席の手元

にあるタッチパネルで操作ができるほか、リアルタイムに施肥量を確認することもできます。そして、直

進アシスト機能によって労力軽減につながります。

ファームＱでの実証

はたやファームでの実証
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【事前準備】可変施肥マップを田植機に読み込ませる 実証に用いた「密苗」

施肥量をリアルタイムに確認 直進アシスト機能で自動運転

今後、実証圃場の生育調査、収量調査などをおこない、可変施肥の効果を検証していきます。

＊ザルビオフィールドマネージャーとは

各圃場の土壌や作物の品種特性、気象情報、人工衛星からの画像をＡＩが解析して、作物の生育や病害・雑

草の発生を予測、最適な防除時期や収穫時期等を提案する栽培管理システム。ＪＡ全農が２０２１年４月１

日より日本国内へのサービス提供を開始。
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　　　　　　　　秋田大学学生支援としての県産農畜産物贈呈式

ＪＡ全農あきたは、新型コロナウィルスの影響で経済的に困窮する学生にバランスの良い食事を食べても

らおうと、秋田大学に県産農畜産物を贈呈しました。

今回贈呈した食材は精米２７０ｋｇ、豚肉１３５ｋｇ、アスパラガス４０ｋｇ、ニラ４ｋｇで、大学内の

食堂で「１００円定食」や「ＪＡ全農あきた協賛特別メニュー」として提供されます。

５月２５日に行った贈呈式でＪＡ全農あきた小林和久県本部長は「学業に励む源としておいしい県産食材

を食べ、健康でみのりのある学生生活を過ごしてほしい」と話し、秋田大学の学長へ目録を渡しました。

また、秋田大学からＪＡ全農あきたへ感謝状が贈ら

れ、秋田大学の山本文雄学長より「学生にとって大

きな助けとなる」と感謝の言葉をいただきました。

同日には食堂を利用する学生先着３００人に、牛乳

を５０％以上使用した「全農オリジナルミルク

ティー」のプレゼントも行いました。ＪＡ全農あき

たは秋田県農業を支える団体として「食」で学生の

みなさんを応援しています。
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　　　　第３３代ミス・フレッシュ秋田県産青果物キャンペーンガール決定！

第３３代ミス・フレッシュ秋田県産青果物キャンペーンガール（ミス・フレッシュ秋田）が決定し、５

月３０日に秋田市で委嘱状交付式が行われました。

ミス・フレッシュ秋田は、秋田県産青果物の販売促進とＰＲのため、県やＪＡ・ＪＡ全農あきたなどで

構成する「あきた園芸戦略対策協議会」が募集し、今年で３３代目となります。

笑顔がさわやかな２人は今年１年間、秋田県産青果物の魅力を県内外で元気にＰＲしていきます。どう

ぞよろしくお願いします。
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